２０１１年度新潟県勤労者福祉厚生財団ＮＰＯ等助成事業成果報告書
１．団体の概要

	団体名
（代表者名）
	団体名　特定非営利活動法人　風小僧
代表者名　代表理事　　森田徳幸　　　　　　　　　　　　

	所在地
（電話番号等）
	所在地　魚沼市大栃山１８３番地

Tel 025-798-47012　　　　　FAX　025-793-7003　　　　　　　　　　　　　　　　

	報告責任者
（問合せ先）
	責任者名　代表理事　　森田徳幸
連絡先(℡090－7187－2865　Ｅメールkazekozo@opal.ocn.ne.jp　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	法人格の有無
	●2010年5月設立登記　○ 　年　　月申請中　○　検討中

○ 法人格取得予定なし（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	会員数等
	正会員数　35人　内法人会員　0人　支援者(参加ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ)数　30人

(会費年/10.000 円)　(会費　　　　円)　※会費は１会員当りの年会費を記入下さい。


２．助成事業の目的と概要


３．事業結果（収支）

（１）資金調達の内訳

	調達先
	金　　　　　額
	備　　　　　考

	本助成金
	300.000円
	

	自己資金
	240,404円
	

	内訳
	（　参加費　　）
	（183,000円）
	参加費昼食込3,000×61名

	
	（　法人会計）
	（　57,404円）
	

	寄附金
	0円
	

	他からの助成金・補助金
	0円
	

	その他（　　　　　）
	0円
	

	（　　　　　）
	0円
	

	［合　　　　　計］
	540,404円
	


　※自己資金の（　）内は、会費収入や事業収入など自己資金の内訳をご記入下さい

（２）費用の内訳

	項　　　　　目
	金　　　　額（円）
	内容（単価・数量等をご記入下さい）

	炭焼き窯補修費用
	65,000円
	指導者謝礼７日分

	　　　〃
	58,000円
	補修材料、レンガ、土、セメント等

	木材伐採道具
	254,389円
	チェンソー４台分

	木材伐採安全備品
	88,515円
	ヘルメット５個　防振グローブ５個

	炭材運搬車リース
	50000円
	運搬車リース代　５日分

	会場費
	4,500円
	安全講習会　

	講師謝礼
	20,000円
	２名　１日分

	［合　　　　　計］
	540,404円
	　


　※領収書の写しを添付してください。

４．成果


※記入しきれない場合は、別紙にて報告してください。

５．本助成制度に対する要望等


※本助成制度を利用されて感じたこと、改善すべき事項等について記入してください。

６．その他


※貴団体が今後予定している事業や、抱えている課題等がありましたら記入してください。

交流人口の拡大を目的とし、田舎暮らし体験の一環として今回「炭焼き体験」をおこない県内外から多くの参加をいただきました、中越大震災と経年劣化で使用不可と思われた窯の修復作業も専門家からの指導で無事修復することができ、参加者と切り出した雑木で約600ｋｇの炭を焼くことができた。





２０１１年５月から約７か月に亘り「炭焼き体験」に多くの方から参加いただきました、多くは関東方面からでしたが遠路関西方面からも参加いただいた、参加者は体験者６１名でしたが体験者の同行した家族などを含めると１００人以上となり「魚沼に入広瀬あり」と当地を知ってもらう大変良い機会になった


体験者の約半数の方は独身女性と農家の嫁不足が心配される当地にとりましては歓迎される炭焼き体験となりました。


都内の小学校の教諭の参加があり参加者１６名中１１名が女性教諭でした、初めて使うチェンソー、伐採作業、山で木を倒すことなどほとんどが無縁の方々が大変興味を持ち果敢に取り組まれました、炭焼きに適さない丸太を切り学校の花壇で使いたいと持ち帰り、炭焼き以外にも役立ったようです、ここでの体験は生徒の皆さんにも伝えられるでしょう。


炭焼き窯の修復により希望者は炭焼きをすることができるようになり地域にとっても大事な施設の復活を喜んでいます。


生産されました炭は約６００ｋｇとまた予想以上の出来栄えに参加者また手ほどきをしていただいた地域の皆様と成功をたたえ合い事業の継続を確認しました、また今回の事業で生産された炭は都内から「田舎体験」「ウィンタースクール」などで訪れる小中学生のせんべ焼き体験などに提供しています


この事業を行ったことにより、この地に興味を抱いていただいた、観光の振興、地域の活性、交流人口の


拡大に繋がった、炭焼き中は立ち上る煙を見て地域のお年寄りも訪ねてこられた皆さん経験者らしくあれや、これやと世話をしていただき、また話し相手になり結果炭焼きをとうして地域のお年寄を元気にすることにもつながった。（様子は写真参照ください）








今般の田舎暮らし体験「炭焼き体験」に助成いただき大変感謝しています


貴財団の助成により事業の円滑な運営が遂行されました、また参加者には都会では体験することのできない非日常を提供できたことを法人職員はもとより地域の協力していただいた皆様と共に喜んでいます


来年度もこのような事業を計画しております、引き続き助成制度が継続するように願っております。





福島の原発の影響で薪の産地は出荷規制になっているようですが幸いにして当地はその影響を免れています、来年度は（平成２４年度）は炭焼き体験を薪づくり体験と併せて行いたい


今般の炭焼き体験から学んだことは薪づくりと炭焼きは最終段階までは同一行程だったことです


炭、薪は再生可能なクリーンエネルギー、里山の手入れの副産物このような事業を計画しています


山を元気に、地域も元気に、交流人口の拡大を目指す。








